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第 154回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『『365の石段』〜 一歩一歩、身長が伸びる如く登る 〜』 

 

2023年2月3日 京王多摩センターのパルテノン大通りの『石段』の数が話題になった。 伊香

保温泉(群馬県)の『365の石段』が鮮明に思い出された。 筆者は、新渡戸稲造(1862-1933)

は、札幌農学校教授時代に鬱的になり2年間保養したと若き日に聞いたものである。 【1年

目の日本での最後の保養地は伊香保温泉の『365の石段』の横の旅館であったと！ そこで論

文『農業本論』を書き、日本で最初の農学博士になったと！】 思えば、2002年『今は亡き 元

検事総長・元東京女子大理事長 原田明夫 氏（1939-2017）』と『21世紀の知的協力委員会』

の理念で、一緒に『伊香保温泉 福一』で企画・開催した【『新渡戸稲造生誕140周年』シン

ポジウム】が蘇ってきました。 シンポジウムの翌日の早朝、伊香保温泉街を散歩し、『365

の石段』を一歩一歩、身長が伸びる如く登ったもである。 

 

そして、原田明夫氏とは、継続的に下記のシンポジウムを行った。 

2000 年『新渡戸稲造 武士道 100 周年記念シンポ』(国連大学に於いて） 

2002 年『新渡戸稲造生誕 140 年』（伊香保温泉に於いて） 

2003 年『新渡戸稲造没後 70年』（札幌に於いて） 

2004 年『新渡戸稲造 5000 円札さようならシンポ』(国連大学に於いて） 

 

『20世紀の知的協力委員会』（12名のメンバー）は、新渡戸稲造が、国際連盟(ジュネーブ)

で立ち上げた（後のユネスコ）。 アルベルト・アインシュタイン（Albert Einstein、1879 - 1955）、キュ

ーリー夫人（1895 - 1906）もメンバーであった。 『真の国際人』とは、『賢明な寛容』を持ち、

『能力を人の為に使う』人物であろう！ 『はしるべき行程』と『見据える勇気』は、『次

世代の社会貢献』の羅針盤となろう。 新渡戸稲造の 2年目の保養地はアメリカで女性ライ

ターとの聞き書きで『武士道』（1899年 英語版）を完成させたと学んだ。 

 

2023 年 2 月 14 日は、『メディカル･カフェ＠よどばし 100 回記念』（淀橋教会於いて）に

赴いた。 会場で、多数の質問が寄せられ、大変充実した有意義な時であった。 100回記念

として、素晴らしい『～居場所づくり、思い出づくり～ Medical Café 言葉の処方箋』のノ

ートが配布された(画像)。 大いに感動した。 
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